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3,250名（ロッテグループ合
算）※2009年3月現在
本社（東京）及び全国支店

菓子、飲料などの販売

「お口の恋人」ロッテでは、一人でも多
くの人々に愛される会社、愛される製品
を目指し、つねに３つのテーマを核に
新しい挑戦を続けています。
○「ユーザオリエンテッド」：「最も大切
な顧客は消費者」という原点を忘れず、
お客様の豊かな生活に貢献できる製
品・サービスを提供していきます

○「クオリティ」：最高の原料・技術・
設備による最高の製品とサービスを
提供し、お客様に「楽しさ」「おいしさ」
「やすらぎ」を約束します
○「オリジナリティ」：常に「チャレンジ
精神」を発揮し、情熱を持って新たな
事業分野やグローバルなマーケット
を展開していきます
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事業内容

ワークフローと基幹システムを連携し
業務を自動化　人的負荷の軽減と
正確かつ効率的なデータの受渡しを実現
ロッテの菓子製品の販売を手掛けるロッテ商事では、以前から効率
的な営業活動を実現する目的で業務改革に取り組んでいた。既に、 
キヤノンソフトウェアのワークフロー製品を導入して営業部門内に
ある150種類にも及ぶ申請書を電子化し、ビジネスプロセスも見直し
た。その結果、ビジネスプロセスの煩雑化を解消し、申請書の作成時
間の短縮および決裁状況の共有化に成功した。今回、『SAP R/3』の
機能拡張に伴うシステム刷新と、更なる業務の効率化を図る目的で、
ワークフロー構築ソフト『Web Plant』の導入に至った。以前の基幹
システム（ホストコンピュータ）では、申請書の承認結果を手作業で
データ登録していたが、『Web Plant』の強みである他システムとの
連携機能を活用して『SAP R/3』との連携を実現。申請途中で『SAP 
R/3』へデータを渡し、事前登録チェックを行うことで登録時の 
エラーを防ぐことが可能になった。

基幹システムとの連携により業務を自動化するこ
とができた。

データ登録の事前チェック処理により、基幹システ
ムへ正確なデータを効率よく渡せるようになった。
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従来のワークフローシステムの質を落とさずに移行
し、バージョン管理機能など新たな機能により組織
変更時の対応がスムーズになった。



お 客 様 の 声

担当営業紹介

お客様のご要望

ワークフローシステムと基幹システムを連携させたい。

基幹システムへデータ登録する際の書き込みエラーを防
ぎたい。

従来のワークフローシステムの質を落とさずに移行し
たい。

『Web Plant』の導入に至った経緯をお聞かせください。

「以前から社内の業務改革に取り組んできました。その中で営業部門では、

ワークフロー製品を導入し、情報伝達のスピードアップと情報の共有化を実

現しました。そして今回、基幹システムの入れ替えに併せて、間接部門の業務

の自動化を検討しました。以前は、ワークフローシステムの決裁データを基

幹システムへ、手作業で書き込んでいました。そのため、登録前の決裁デー

タの内容確認や、書き込み時に発生するエラーなどへの対応に追われ、業務

担当者の負担となっていました。そこで、基幹システムを『SAP R/3』へ入

れ替えると同時に、他システムとの連携が可能な『Web Plant』を導入する

ことで、ワークフローシステムから基幹システムへの決裁データの書き込み

の自動化を図り、間接業務の効率アップを目指しました」

システムを選ぶポイントはどこでしたか。

「ワークフローシステムの利用は、当社の企業文化にすぐに根付きました。営

業活動における業務とワークフローシステムが密接に関わっているため、新

たなワークフローシステムを導入するにあたって、ユーザビリティや機能を

含め、営業社員の利便性は維持しつつ、機能強化できることが重要なポイン

トでした。『Web Plant』は、紙の申請書を電子化する機能に加えてシステ

ム連携機能を搭載しています。また、以前利用していたキヤノンソフトウェア

のワークフロー製品と同様なデザインや操作性の申請書を開発することが可

能でした。

　システム連携部分の開発については、専門知識を要する部分がありました

が、そこは連携のノウハウのあるキヤノンソフトウェアを開発パートナーに選

定することで短期間での構築が可能になると判断しました」

「『Web Plant』の導入により
『SAP R/3』とデータ連携が実
現できたことで、更なる業務の効
率化が図れました。
　以前は、当時のワークフロー
製品からデータを基幹システム
へ手作業で書き込んでいました
が、『Web Plant』の導入により	
データ連携が可能になりまし
た。書き込む直前に、『Web 
Plant』側で申請内容のチェック
ができ、書き込みエラーを防げる
ことも大きなメリットです」

戦 略 統 轄 部 　 事 業 計 画 部
宮 田 　 淳 一 　 氏

キヤノンソフトウェア株 式 会 社
小 田 　 瑞 穂

ロッテ商 事さまとは長いお付き合いを
させていただいています。

『Web Plant」が 業 務 の 効 率 化に
役 立つことができ、嬉しくおもいます。

「基幹システムとのデータ
連携による業務の自動化
が大きな成果です」

導入前の課題と背景
基幹システムとデータ連携が可能なこと

導入の必然性
ユーザーの利便性を第一に質の向上を目指す



基幹システムへ効率良くデータが渡せるようになったそ

うですね。

「『SAP R/3』との連携が

実現できたことで、間接業

務の大幅な軽減に繋がりま

した。それだけでなく、ある

申請では、最終決裁までお

よそ1週間を必要としていま

したが、連携が可能になって

からは2、3日までに短縮さ

れました。システム連携に伴

い、申請から最終決裁まで

のルートも改めて見直した末、承認ステップが若干増えた

にも関わらず、これまでのおよそ2.5倍のスピードアップが

実現できました。また、『SAP R/3』の他に、他の営業系や

販売管理系システムへのデータ受け渡しも自動化したこと

で、幅広く社内業務の効率化に貢献できたことは大きなメ

リットです」

ユーザーにはどのような効果がありましたか。

「『SAP R/3』とのデータ連携を可能にしたことによ

り、間接業務を自動化できました。システムへの入力ミ

スを排除してデータの一貫性が保てるようになったほ

か、業務担当者の負荷も軽減できたことで、これまで以

上に営業社員のバックアップが可能となり営業活動の効

率アップにつながっています。

　他システムとの連携機能以外にもバージョン管理機能

により、社内の組織変更時の対応が以前よりスムーズに

なりました。決裁途中に組織変更があった場合でも申請

時の組織情報が維持され、最終決裁まで進めることがで

きるので、締め処理を意識する必要がなくなりました。

また、必要に応じて変更後の最新の組織に切り替えるこ

ともできるため、ユーザーが異動を意識する必要もあり

ません。これは利用者にとって大きなメリットです」

システム連携ではどんなところを工夫されましたか。

「基幹システムに『ホス

トコンピュータ』を利用

していた頃は、データの

登 録や書き込 みエラー

へ の対 応を 余 儀 なくさ

れていたため、業務担当

者の負担を軽減すること

は困難でした。そこで、

ワークフローシステムと

『SAP R/3』との連携

を実現するにあたって、

書き込みエラーを未然に

防ぎ、人的負担を軽減す

る仕組を検討しました。

『Web Plant』から社

内のデ ータベ ースへ 接

続し、マスタデータを自

動的に申請書へ取り込む

機能を備え付けました。

そして、実際に『SAP 

R/3』へデータ登録を行う前に事前チェックを行うこと

で、書き込みエラーを防ぐ工夫をしました。その結果、

『SAP R/3』へ正確なデータを効率よく渡すことができ

るようになりました」　

システム連携はうまくいきましたか。

「システム連携を実現する上で懸念していたことの一つ

に、同じマスタに関する申請が同時期に複数のユーザー

によって行なわれた場合などのデータの二重登録や不整

合を招く危険性でした。二重登録ができないように排他

制御などを設けることで正確なデータの受け渡しを実現

することができました」

取り組みの成果
情報の伝達スピードの向上を実現

運用の工夫
正確かつ効率的なデータ連携に注力

戦 略 統 轄 部 　 事 業 計 画 部
藤 原 　 典 子 　 氏

プ ロセス 設 計

帳 票



Web Plant を利用したシステム連携

canon-soft.co.jp/product/web_plant
Web Plant ホームページ
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今後の課題と展望についてお聞かせください。

「当社では、営業部門の業務とワークフローシステムが密

接に関わっています。そのため日々、ワークフローシステ

ムを安定的に稼働させていきたいと思っています。その為

にも、キヤノンソフトウェアには『Web Plant』の機能お

よび保守サービスの更なる進化を期待しています。

　引き続き営業活動の効率化を目指し、他の業務もワー

クフロー化できるか対応を検討しています。

　更に、将来的には営業部門に限らず、当社の管理部門

やロッテグループ間で横断的にワークフローを展開して

いきたいと思います」

得意先データ
（CSV）

得意先データ
（CSV）

チェック結果
（CSV）

得意先マスタ
（CSV）

起　票

ワークテーブル Web Plant
再開予約テーブル ワークテーブル 得意先マスタ

SAP R/3
得意先マスタ

承　認 最終承認

得意先データ抽出

●日中
一時間ごと処理

●日中
一時間ごと処理

●日中
一時間ごと処理

●日中
一時間ごと処理 ●日次夜間処理 ●日次夜間処理

自動実行再開

チェック結果出力

得意先データ抽出 得意先マスタ
[差分]取り込み

データチェック データ取込み R3取込み
結果出力

ワークフローシステム
Web Plant

基幹システム
SAP R/3

バッチ処理

自動実行アクティビティ

ワークフローシステム構築ツール『Web Plant』

ワークフローと基幹システムの連携により『間接業務の自動化』を実現

あらゆる業務の電子決裁を可能にするワークフローシステム構築ツール。ワークフローを開発・運用できる 
GUI の操作インターフェースとシステム連携機能を提供します。

『Web Plant』の自動実行アクティビティ機能を活用し、基幹システムとの連携機能を構築しました。正確なデータを
効率的に受け渡すことで基幹システムへの登録エラーを排除できました。申請から最終決裁までリードタイムが 
短縮し、業務のスピードアップと間接業務の人的負担の軽減につながりました。

将来の展望
幅広い業務をワークフロー化するこ
とによる効果に期待


